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研究成果の概要（和文）：30年間に5年毎に実査してきた自前の｢芸術家調査｣で、プロの芸術家(音楽､演劇､舞踊)を対
象に､生活実態と経歴形成についてデータ蓄積をしてきた。このミクロデータを使って､以下の三点の分析をした。①世
帯内での芸術活動の世襲のあり方②世帯内の芸術活動の経済的支援③芸術家の成長過程と､居住空間の移動の関連性。
芸術ジャンルによりそれぞれ異なる特徴があり、ジャンル毎にきめの細かい公的芸術家支援策が必要であることが判明
した。

研究成果の概要（英文）：For the last thirty years we have conducted five questionnaire surveys on 
Japanese professional artists of three genres; classic musicians, actors and dancers. Using these micro 
data, we analysed the following three topics; 1) hereditary of artistic activities within household, 2) 
economic support for artistic activities within household, and 3) relevance between training/educational 
process as artists and mobility of their residence. As a result of our analyses, they vary among genres, 
suggesting that different and careful assistance by public budgetary assistance is necessary for these 
respective genres.
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  １版



１．研究開始当初の背景 

 政府の各種政策については、その立案過程

の合理性とその政策結果の評価が、より一層

求められるようになってきた。文化政策につい

ては、従来、文化価値を扱うために、統計的数

量分析が難しいと考えられており、文化庁によ

り断続的に施策に必要な統計の整備がされて

は来たが、政府統計全体としての周期調査の

形での体系的整備も十分に行われて来たとは

言い難いのが現状である。日本経済のサービ

ス業化は急速に明瞭化され、政府統計としての

整備の試みも 1980 年代からなされてきた。し

かし、サービス業と言ってもさまざまの分野を含

んでおり、第 11 回標準産業分類の改定でその

実態の変容を示す指標として整備されてきたが、

文化統計として詳細分析に耐えうるように統計

を時系列的に整備する作業は順調ではない。 

 我々の研究グループは、その基本統計を補う

ために、当初文化庁の委託で芸術振興基金の

創設や第 2 国立劇場設置の基礎資料として、

プロの芸術家の中で、非ポピュラーの分野の

人々を対象に「芸術家調査」の経歴形成と生活

実態に関するアンケート調査を実施してきた。

しかしその調査を政府統計として周期調査に

格上げするには至らなかったので、数年毎に

科学研究費の補助を得て５年毎に実施し、30

年間計５回の調査データを蓄積・解析してきた。

その結果、（１）高度な芸術文化の社会への供

給がどのような構造を持っているか、又、高度

な芸術供給者の視点から文化政策に必要な統

計データ体系のシステムを検討してきた。更に、

（２）その芸術文化の担い手としての供給サイド

は、単一体ではなく、芸術家をはじめとする個

人では、事業主的な存在と被雇用者的な者と

があり、団体もまた、法人格を持つものとそうで

ないものとがある。さらに事業主体としては極め

て不安定な存在として、事業単位毎に、ちょう

ど建設業におけるコンソシアムのような企業構

造を持っている。従って、そこで従事する人た

ちは極めて入り組んだ形で派遣・出向、外注等

の関係で営まれていることなどが判明した。（３）

さらに事態を複雑にしているのは、文化産業従

事者は、その仕事で十分な生計を立てるのが

実態的に難しく、そのためにこうした人々の生

計を支えるのが同一世帯の他の構成員である

ことがしばしば見られることが明らかになった。 

 我々が実査したこの５回の実態調査では、高

度な芸術に従事する延べ約５万人に関して調

査を行っているが、匿名での回答を求めている

ため督促が不可能で有効回収数は約１万人に

留まる。特に、高度な芸術文化に従事する者

の母集団名簿は我々が独自に整備したが、ポ

ピュラー芸術との線引きも厳密にはできていな

い。むしろ広く国民生活全般に亘る芸術家や

文化芸術産業従事者をカバーする必要がある。

政府の統計体系の中で、世帯構造とその構成

員の所属産業・職業を示す基盤的統計である

国勢調査は、日本に居住するすべての者につ

いて最も整備された母集団情報を提供してい

る。そのいわゆる 10％抽出標本データは産業・

職業の詳細な格付けがされたミクロデータであ

り、これを使用すれば、文化芸術に従事する

人々に関してのこれまで集計公表されていな

い新しい知見を得ることができる。 

 新統計法が平成 21 年度施行され、これまで、

行政機関以外にはほとんど認められなかった

国勢調査の「個票情報提供」が事実上、科研

プロジェクトでは可能になった。本研究の研究

代表者の周防は、平成 19-22 年度の科研費に

よるプロジェクトで、芸術文化の従事者のアン

ケート調査研究の一環として 10％抽出の国勢

調査ミクロデータの目的外使用申請をして、研

究期間終了の 1 年前に使用許可を得たが、限

られた作業時間では詳細な解析は十分に出来

なかった。そのために、本科研プロジェクトで、

再度この国勢調査ミクロデータの分析を試み、

日本居住者全体の文化・芸術産業従事者の世

帯構造の分析を行うことにした。この研究が首

尾よくなされた暁には、これまでの高度な芸術

文化の従事者が芸術・芸能・文化全般のなか



でどのような位置を占めるのかも明らかになり、

30 年間に亘る芸術家調査の成果の位置づけ

もでき、日本の芸術文化の現状を明らかにする

情報基盤が形成される。それは文化芸術に関

する政策立案の過程の透明化にも貢献するこ

とができる。つまり、これらの統計体系による政

策研究は、芸術・芸能・文化活動に関わる人材

の育成、これらの活動のための環境の整備、さ

らにはわが国における芸術・芸能・文化水準の

向上を図るために役立つとともに、文化政策全

般の経済的評価の基礎となる。 

 

２．研究の目的 

 既に平成 22 年 2 月 1 日から一年間の使用

期間で、国勢調査の 10%抽出の詳細格付けミ

クロデータを 1980～2005 年までの計 6 回分の

提供を受けて、分析処理を開始した。このデー

タは世帯員単位のレコードから成るが、世帯情

報と世帯員単位情報を含んでいる。前者は家

族構成情報や居住住宅等であり、後者は住

所・氏名を除く、各人の年齢、性別、配偶者の

有無等である。最大の特徴は、産業小分類と

職業小分類の格付け情報が含まれていること

であり、詳細格付けデータと呼ばれる所以であ

る。また、大調査年である 1980 年、1990 年、

2000 年のデータには詳細な収入階層情報(元

の金額は含まず)と教育水準もある。 

 我々は既に国勢調査のミクロデータを使って

一次集計を開始した経験がある。今回、2010

年調査も含め、７回分の国勢調査データの使

用申請を行い、技術的に可能なら、同一基本

属性が遷移したとみなしうるレコードに関して擬

似パネルデータを試みるが、長期に亘るパネ

ルデータはサンプル数が極端に逓減する傾向

にあり、実際に作成してみないと実用に耐える

かどうかは、計画段階では分からない。もし満

足できる擬似ミクロデータができなければ、コー

ホート分析に切り替える。その上で、芸術関連

産業に属する人々の世帯類型、収入種類構造、

従事する芸術ジャンルの分布構造、地域分布

などを推計する。さらに、同一世帯内の世帯員

がどのような職業・収入種類であるか等の集計

を行い、そこから浮彫にされる日本の文化芸術

の過去 30 年間の動向を探る。 

 

３．研究の方法 

本研究で使用する統計データは、①芸術家

調査と②個票レベルの国勢調査データ(10%抽

出)である。 

①は 1986 年、1991 年、1996 年、2001 年、

2007 年に我々が実査した日本の芸術家に対

する実態調査で、研究代表者の周防はこの全

ての実査に携わった。これらの調査データは個

票レベルで SAS データベースに構築済みであ

る。この 5 回の調査データを今回、統合的に再

集計・再分析することは②で述べる国勢調査の

個票データの集計作業に必要不可欠である。 

②は、本科研プロジェクトが発足後直ちに

1980 年、1985 年、1990 年、1995 年、2000 年、

2005 年、2010 年に実施された国勢調査のミク

ロデータを対象に、新統計法による「調査票情

報の提供」を総務省統計局に申請する作業が

必要となる。申請手続きに入る前に、分析に必

要な変数の選定をするために、①のデータを

再度分析することが不可欠となる。利用申請が

認められた後に、重要な調査項目の分布を確

認後、世帯員の複数の基本属性を使って、擬

似パネルデータを作成し、パネル分析を行う。 

①②のミクロデータの分析結果を比較して、

日本の芸術家の属する世帯の構造を明らかに

する。すでに、我々が３０年近くに亘って周期

的に行ってきた芸術家調査によって、芸術家

は、自分の所得が低いために世帯主にはなり

にくく、配偶者（世帯主）の収入を生活基盤とし

て芸術活動を続けている傾向が見られる。ただ

し、芸術家調査は標本調査であり、大衆向けの

芸術家ではなくいわゆる高級な芸術（high 

culture）とみなされる分野に携わる者に限って

おり、調査の捕捉範囲も限定されている。そこ

で、全住民・全領域を対象とする国勢調査デー



タから抽出した者に関するミクロ情報を使用す

ることにより、芸術家等の属する世帯の構造を

明らかにするとともに、過去の芸術家調査デー

タの偏りを補正する方法を検討する。 

 

４．研究成果 

 本研究開始後、国勢調査の「調査票情報の

提供」を総務省統計局に申請する前作業として、

我々の芸術家調査を再度分析して、利用申請

する変数選定作業期間中に、研究代表者が右

肩の重傷事故により、右手が長期に亘り使用

不能になり、パソコン作業に重大な支障が生じ、

この準備作業が停滞し結果的に利用申請をす

るタイミングを逸してしまった。このため、当初

計画していた二本柱の一つである国勢調査の

ミクロデータを利用して研究することが不可能と

なった。 

 やむを得ず、もう一つの柱である 30 年間に 5

年毎に実査してきた自前の｢芸術家調査｣のミク

ロデータを使って､以下の三点の分析をするこ

とに切り替えた。 

①世帯内での芸術活動の世襲のあり方 

②世帯内の芸術活動の経済的支援 

③芸術家の成長過程と、居住空間の移動の関

連性。 

 これら三つのテーマは、結局のところ、芸術

家の経済状態、つまり、所得が密接に関連して

いる。下図に、2007 年調査の舞踊、演劇、音

楽の三ジャンル毎に、芸術家本人の年収（黒

地に白字）と残りの家族の年収（万円）を示す。

その合計金額がその世帯の総収入になる。調

査年によって、舞踊と音楽の年収の順位が入

れ替わることがあるが、演劇はどの年も最低金

額を示している。音楽家は世襲の度合いが高く、

また、高額の楽器購入や、幼少時からのレッス

ン料などで、育成過程で費用がかかるので、親

の収入も高い傾向にある。演劇は本人の身体

的特徴が重要な要素なので、家族の収入とは

それほど関連しないようである。舞踊はその中

間的な要素が効いていると思われる。 

 
 「居住空間の移動」を見るために、出生地を

表側に、現住地を表頭にして作成した分布表

は、ジャンルによってかなり異なる。舞踊家は関

東在住が約 7 割、これに地方地元定着者を加

えると 9 割以上になる。音楽家では男女とも関

東在住が多いものの、女性は地元定着者もか

なり多い反面、男性は出生地とは無関係に全

国に散らばって活動している割合も多いが、こ

れは全国各地にあるオーケストラ団員として活

躍しているからと思われる。俳優は 9 割以上が

出身地に無関係に関東に住んでいる。これは、

仕事場が首都圏に集中しているからと推測され

る。これらの知見は今回の分析作業のごく一部

であるが、芸術ジャンルによりそれぞれ異なる

特徴があり、ジャンル毎にきめの細かい公的芸

術家支援策が必要であることが判明した。 

 この後の研究テーマとして、今回実現しなか

った国勢調査のミクロデータの利用申請をして、

本研究成果と比較検討できる分析作業を推進

する。更に、それ以外の公的統計も活用して、



文化・芸術に関する諸問題の考察を深める。 
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